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函
藤田 治彦著

風景画の光
ラ ン ド ス ケ ー プ ・ ヨ ー ロ ッ パ ・美 の 掠 奪

講 談 社,1989年4月1日,

B5版203頁

著者 の藤田治彦氏 は,京 都工芸繊維大学 の出身で,同 大学 の大学院修士課程 を経て,大 阪

市立大学博士課程修了,さ らにフルブライ ト留学生 としてイエール大学大学院(美 術史学専

攻)と ニ ュー ヨーク州立大学大学院(建 築学専攻)に 学 び,学 術博 士の称号 をもち,カ ナダ

政府給費研究員,現 在 は京都工芸繊維大学工芸学部助手 とい う肩書の新進の研究者で ある。

すでに研究発表,共 著や共訳,多 数の論文な どを拝見 しているが,こ のたび 「風景画 の光」

とい うたいへん しゃれた本を出版 された。 もちろん副題が示すように,ヨmッ パの風景画

が中心だが,東 洋や日本の問題 も含まれている。 これ までの研究や現地 での調査の中か ら自

然 につ くりだされた一冊の本 という感 じが して好感が もてる。

ヨーロ ッパ の絵画史 の上で風景画 というとき,一 般にそれ は近代 になって開花 したひとつ

のジャンル と考 えられてい る。 しか しそれが果 して実際にいつごろか らどのような経緯でお

こなわれ るようになったのか ということについては,そ れほど明瞭 ではない。ケネス ・クラー

クの 「風景画論」(1949年)な どは,風 景画 にかんす る比較的 はや い研 究書で あるが,著 者

はこれについて基本的参考文献である ことを認 めなが らも,「フィレンツェ派 の評価,都 市

風景画の扱いな どの点で意見 を異 にする」 と述べている。そして自身 のこの著作 を 「第1部

アルプス を越 えて」,「第2部 海峡 の両岸」,「第3部 世界風景」 と分類 している。同時に第1

部 は 「西洋風景画 の誕生」 として3章 に分かれ,イ タ リアの初期ルネサ ンス と北方ルネサン

ス,ブ ルゴーニ ュ宮廷 を中心 とす る絵 画の流れ,ド イツルネサ ンス とやがて17世 紀 を迎 え

た イタ リアの中で,ク ロー ド・ロランに焦点 を当てた分析がお こなわれてい る。第2部 は

「西洋風景画 の展開」 であ り,や は り3章 に分かれ,17世 紀のオ ランダの風景画の問題,

っついて18世 紀を風景画の危機 として捉 え,19世 紀のイギ リス風景画 に及んでいる。18世

紀 には,現 在 のカメ ラの原型であ り,そ れ以前か ら開発 されていたカ メラ ・オブスキュラ

(暗箱)や ゾグ ラスコープ(光 学機器),そ の他 の人工的な風景透視機 が発達 し,画 家 はそ

れ らを意識 したために,「自然 の真剣な観察」 はやや後退 し,風 景画の危機が訪れる。そ し
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て大資本 による農業や自然の破壊が,風 景 自体を も危機に陥らせ,そ のようなモデルを身近

にす ることから,風 景画 は二重の危機にさ らされる とい うことが述 べられているのである。

第3部 は 「風景画の近代 ・風景 の現在」 である。2章 に分 かれ,19世 紀 のフランスの風景

画(コmか らセザ ンヌ まで)と20世 紀以後の 「新 しい世界の風景」 について取扱ってい

る。

さらにこの著作の特色 として,巻 頭に 「風景画 の意味」 というタイ トルの一文があ り,第

1部 と第2部 の間 に 厂幕間1」,第2部 と第3部 の間に 「幕間II」 が ある。 「書誌 ・註記」

(各章毎 に独立 してたいへん便利 である。),「あ とが き」,「人名索引」,「図版作品所在地別

挿図番号 リス ト」が所載 され,口 絵 にはカラー写真が数点,本 文中の図版 も数が多い。表紙

とカ ラー図版 のカヴァー は,フ ェルメールの1660年 頃の 「デルフ ト風景」で,こ の著作 を

ひ きたてている。'

著者 はまず巻頭で,日 本における明治初年の洋画教育が イタリアか ら招聘 した画家 による

ものであったが,そ の中に英語 の 「ランドスケープ」,フ ランス語 の 「ペイザー ジュ」,イ タ

リア語 の 「パエザージオ」な どに当 り,ま た日本古来の山水 をも思わせ る 「天景」,「地景」,

「風景」な どの用語が散見することか ら問題 をすすめている。そ して本著 のタイ トルが 「風

景 画 の光」で あ るの は 「光」 は太 陽の光で あるが,ヨ ーロ ッパ で は 「真 理」 を表わ し,

「風」 は時の経過や固有の歴史 を荷 った 「風土」 として,光 よりも 「土」 と結ばれ,そ の対

照を際立たせたかったか らと説 く。たいへん興味ふかい見解である。 このような見 方は,二

つの 「幕間」においてよ り顕著 に示 されてい る。幕間1で は,「風景画の太陽」 として,十

字架 の左右 に太陽 と月を伴 った磔刑図や,国 際ゴシック様式の黄金色の太陽,宗 教 の光 と現

実の光,ア ル トドル ファーの 「イッソスの戦 い」 にお ける光,ブ リューゲル の 「黄色い太

陽」 と,そ れ と同時代 のイタ リアの 「青い太陽」 から,17世 紀 のクTコー ド・ロランの風景

画の太陽にまで問題が及んでいる。そ してクロー ド・ロランの画面 の太陽が,ま さに西洋近

代風景画を代表する 「限 りな く白に近い」真実の光である と述べ られている。本書 の問題が,

クロー ド・ロランの風景画に重点 を置いて成立している ことを考 え合せ ると,こ の幕間1の

語 る意味 は大 きし≦といわなけれ ばな らない。幕間IIは,「 倒立像 の風景」である。 日本 の江

戸時代 にお こなわれた 「浮絵」や 「眼鏡絵」な どは,オ ランダを通 して 日本 にもた らされ た

ゾグラスコープ的な機械に刺激 されて成立 し,や がて北斎,広 重のす ぐれた風景版 画を生 ん

だ。 そして今度 は反対 にヨーロッパの近代絵画に 「極東の島」か ら大 きな影響 を与 える こと

になったので ある。

著者の取扱 う風景画 は,ケ ネス ・クラー クの言 うような 「自然環境」ではなく,人工が加っ

た第二の自然すなわち 「都 市環境」 を含んでいる。 この点 については著者 の独 自の解釈が続

く。 ジオ ットにもマサ ッチオにもす ぐれた人工的 な環境が描かれているが,シ エナの市庁舎
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の 「平和 の間」 に1340年 頃 アンブロージ ョ ・ロレンツェツテ ィの描いた 「善政 と悪政」が,

その はやいあ らわれであ ろう。そ してその ような見方が,ル ネサンス全体 に及んでい く。透

視画法 と明暗陰影描法がその技術 的な基盤 となる。イタ リアの トスカナ地方で活躍 したピエ

ロ ・デラ ・フランチェスカやマ ンテーニ ャはもちろんの ことだが,ヴ ェネツィアで もベ リー

二兄弟や カルパ ッチ ョなどが,そ の当時 に繁栄 したヴェネ ツィアの都市景観 を描 いて,18

世紀にヴェネツィアの都 市風景画家 として多 くの作品をのこしたカナ レットに先行 した。 さ

らに著者 はヴェネツィアのジ ョルジ ョーネの 厂嵐」について も取上 げることを忘れてはいな

い。フランスではランブール兄弟の 「ベ リー公 のい とも豪華なる時濤書」が季節感 とともに

問題 になる。さ らにはフラ ンドルのヤン ・ヴァン ・エイクの 「ロランの聖母子」の背景,南

ドイツ出身のコンラー ト・ヴィッツの 「奇蹟 の漁 り」の背景な ど風景画に とって重要 な作品

の解説がつづいている。 もちろん著者 は,「風景 のみが描かれる風景画」いわゆ る 「純粋な

風景画」がいつ頃か ら出現 したかについて も関心 をもっている。 そしてそれはデ ューラーの

イタ リア旅行 での数枚の水彩 とグワッシュにはじまり,油 彩画 ではいわゆる 「ドナウ派」の

アル トドル ファーの何点かの作品からと言ってい る。 しか し彼 らはや はり純粋な意味での風

景画家で はない。 ヨアヒム ・パティニール,ブ リューゲルな どフラン ドル派の人 々の名前が

つづ く。 だが本 当に著者が風景画の出発 点 としているのは,厂宗教改革 の流れの上 に樹立さ

れた新教国オランダ」 と 「反宗教改革 を推進す るイタ リア」の両国で同時にお こなわれた と

い うことになる。 オランダで は16世 紀以来 の風景画 の第一世代 を経て,フ ローム,ロ イス

ダール,レ ムブラン トな どが姿をみせ る。 オランダ風景画の成立である。 そして とうとう本

書 の表紙 とカヴァー にとりあげ られ たフェルメールの 「デルフ ト風景」 も制作されるのであ

る。 そしてイタ リアではカル ラッチと例 のクロー ド・ロラン,ま さに純粋 なジャンル として

の風景画の登場で ある。 この辺 りの展開は読者 を充分 にひ きつけるもの となっている。そ し

て問題 は,18世 紀の風景 と風景画の危機 およびそれ以後の問題 に突入するのである。

「一ページ,一 ページをスムーズに読 み進む ことので きる本 を目指 した」 とい う著者の意

図は,全 体 を通 して充分 に生かされている と同時に,必 要な個所 に配置 されたそれぞれの時

代背景や,著 者 の研讃の帰結であ り,読 者 にとって興味ふかい多 くの知識が至る ところで宝

石 のように輝 いて いる。都市景観 を風景画 の出発点 とす ることによって,mの 研究書 より

風景画の出発 の年代が上 っているが,そ の ことはそれ以後の風景や都市景観の自然 な表現 と

い うクロー ド ・ロランへの道 を妨 げるものではな く,む しろ著者 の慎重 な姿勢によって,よ

りよい効果 を発揮 する結果 となった。 またその態度 が18世 紀 め風景画 の危機 を指摘す るこ

とに繋がっている と思われる。そ して19世 紀か ら20世 紀 にか けてお こなわれた新 しい方向

に当てられた光が,わ れわれの期待 を未来へ と導いている。この著作はたんなる風景画論 に

とどまるものではな く,風 景画を突破口 とする文明論で もあるのである。 そしてその文明は,
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どこまでも人間 の自然 の真実の追求 と二重写 しになっているである。副題の 「美の掠奪」 は,

ヨーロ ッパの風景画の歴史が,近 年アメリカによってキリシア神話の 「エウローパの掠奪」

のように掠奪され,美 術 の新 しい傾 向 と結合 して,次 の時代 を生み出そうとしていることを

示 している。同時 にクmド ・ロランの有名 な 「エウローパの掠奪」 は長 くイギ リス の個人

コレクションに秘蔵 されていたが,1981年 以降 にアメ リカ に移っている こと,そ の他の ク

ロー ドの初期の作品 もかな りアメリカに渡って掠奪されてい ることの指摘が,併 せて この副

題 の意味 の中に こめ られているのである。著者 は1951年 生 まれであ る。 まだ これか ら多 く

の春秋 に恵 まれている。 これ までの研究 の上 にさらに幾多の有意義な成果 を上げ られ ること

を期待 したい。

(野口榮子)
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